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丁
丑
の
初
春

　
　
　
明
け
ま
し
て
お
芽
出
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
は
本
年
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
二
十
九
年
に
全
日
本
仏

教
会
が
誕
生
し
、
正
式
法
人
と
し
て
発
足
し
た
の
が
、

昭
和
三
十
二
年
立
月
二
十
三
日
で
し
た
。

　
全
仏
は
明
治
三
十
三
年
に
仏
教
懇
話
会
が
誕
生
し

て
か
ら
、
実
に
百
年
近
い
歴
史
を
持
つ
輝
か
し
い
組

織
で
あ
り
ま
す
。
煩
悩
・
相
克
に
よ
っ
て
起
こ
る
人

類
の
苦
悩
を
断
除
す
る
仏
陀
の
教
え
を
信
じ
て
、
私

達
は
平
和
と
福
祉
浄
土
の
建
設
の
為
、
各
宗
、
力
を

合
わ
せ
て
今
日
迄
歩
み
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
本
年
は
又
、
比
叡
山
で
「
宗
教
サ
ミ
ッ
ト

十
周
年
世
界
宗
教
者
平
和
を
祈
る
集
い
」
が
開
か
れ

全
日
本
仏
教
会
会
長

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
社
会
の
高
齢
化
が
進
み
、
心
の

時
代
と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
時
代

の
要
請
に
、
法
面
を
拝
謝
す
る
我
々
が
、
即
対
応
し

得
る
様
、
全
仏
と
い
う
寄
り
集
り
の
意
識
で
な
く
、

も
っ
と
強
靭
な
連
帯
感
の
あ
る
組
織
体
と
し
て
、
信

火
の
焔
を
赫
々
と
燃
や
し
続
け
て
ゆ
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
進
歩
発
展
の
著
し
い
現
代
に
最
も
調
和
を
必
要
と

す
る
も
の
、
そ
れ
は
己
を
知
り
、
生
き
と
し
生
け
る

も
の
の
命
を
知
り
、
一
切
の
命
あ
る
も
の
の
痛
み
を

知
る
心
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
各
面
各
派
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
の
精
進

を
重
ね
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
更
に
飛
躍
へ
の
新
し
い
歳
と
念

じ
て
、
一
言
祝
詞
と
い
た
し
ま
す
。

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

会
　
　
長

副
会
長

理
事
長

常
務
理
事

横楠小二成能松大

山　倉井田邨村竹

敏宗宗祥有英了明

明親徳文恒等昌彦

白田森宮上松田高

幡丸田部田山中井
佐
々
木

ヒ
　
　
廉

斗
　
　
｛

海
老
原

川
　
井

新
　
居

士
　
谷

鳥
　
居

憲徳性亮良寛日隆

佑善朗信準恵淳秀
寸義亀手容成孝
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
全
日
本
仏
教
会
が
財
団
法
人
と
し
て
組
織

さ
れ
て
よ
り
四
十
周
年
と
云
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
ま
す
。
既
に
旧
冬
の
常
務
理
事
会
、
理
事
会
で
今

秋
十
月
に
、
そ
の
記
念
大
会
と
第
三
十
七
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
を
神
戸
市
に
於
い
て
併
せ
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
五
十
余
年
、
日
本
人
は
平
和
と
安
全
を
当
然

の
よ
う
に
享
受
し
て
き
ま
し
た
が
今
回
の
阪
神
大
震

災
に
よ
っ
て
安
逸
の
夢
は
空
し
く
崩
壊
さ
れ
ま
し
た
。

機
械
文
明
の
脆
弱
さ
と
多
く
の
尊
い
生
命
を
失
う
現

実
に
〃
諸
行
無
常
、
生
死
事
大
〃
の
仏
教
の
真
理
を

納
め
て
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
瞬
一
瞬
に
生
か
さ
れ
る
生
命
の
尊
さ
も
物
質
至

上
主
義
や
科
学
万
能
の
思
潮
に
よ
っ
て
、
い
つ
し
か

忘
却
さ
れ
て
い
る
現
代
人
に
対
し
、
い
ま
こ
そ
生
と

死
の
原
点
を
説
く
こ
と
が
仏
教
者
の
責
務
で
あ
り
ま

全
日
本
仏
教
会
理
事
長

す
。
こ
の
災
害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
仏
教
者
の

使
命
感
を
真
摯
に
省
み
る
聖
機
と
し
て
四
十
周
年
記

念
大
会
を
神
戸
の
地
に
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
御
承
知
の
通
り
宗
教
界
に
対
す
る
社
会
の
注

視
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
昨
年
九
月
十

五
日
中
発
令
さ
れ
た
宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
の
法

律
も
公
益
性
と
自
浄
努
力
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
本
会
が
な
が
き
に
亘
り
努
力
し
て
き
た
釈
尊
生
誕

の
地
ル
ン
ビ
勅
旨
、
マ
ヤ
堂
の
復
興
も
関
係
各
位
の

協
力
に
よ
り
、
本
年
は
そ
の
完
成
が
期
待
さ
れ
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
日
中
韓
三
国
の
仏
教
交
流
、

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
十
周
年
行
事
な
ど
仏
教
の
国

際
協
力
の
成
果
も
み
ら
れ
る
本
年
で
あ
り
、
本
会
の

使
命
の
充
実
達
成
に
一
層
の
御
支
援
を
切
願
い
た
し

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理

事

増熱海大五安伊
　　　　十
田部野嶋嵐藤藤

貞龍浮翻意正角

圓憲雄明承晃爾

島山

　　監田田

事
俊
　
和

喜
久
子

襲嘆次次艶紅部総局
事長長長長長長長長長長長

志高岩藤白長吉
　　　　　谷
鶴見田　川川田

秀寛文政謙霊英

邦康有昭敬信哲

河
　
野
　
亮
　
永

江水深壽大三渡吉野伊鷲田荒
　　　　　　　　生
澤野澤山谷浦邊橋司東尾中川

み和照良一章宗勝祐俊幸光正
ゆ

き子生光淳興富江宏彦雄成憲
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カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
W
F
B
執
行
委
員
会

現
在
の
マ
ヤ
堂
修
復
現
場

　
去
る
十
一
月
二
十
九
日
よ
り
十
二
月
六
日
の
日
程

で
ネ
パ
ー
ル
王
国
に
て
W
F
B
世
界
仏
教
徒
連
盟
執

行
委
員
会
及
び
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
ア
シ
ョ
カ
王
柱
再
発

見
百
周
年
記
念
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
、

川
島
宏
之
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
渉
外
・
企
画
担
当
委

員
、
並
び
に
深
澤
照
生
国
際
文
化
部
次
長
が
出
席
し

た
。　
先
ず
、
十
一
月
二
十
九
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て

W
F
B
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
は
日

本
を
は
じ
め
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
韓

国
、
ネ
パ
ー
ル
等
の
各
国
執
行
委
員
が
出
席
し
活
発

に
意
見
交
換
、
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
特
に
懸
案
の
第
二
十
回
W
F
B
世
界
大
会
に
つ
い

て
は
、
明
年
六
月
六
日
よ
り
六
月
十
二
日
ま
で
の
日

程
で
ソ
ウ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
韓
国

の
代
表
よ
り
提
案
さ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
韓
国
内

の
三
つ
の
セ
ン
タ
ー
の
調
整
が
つ
か
ず
最
終
決
定
は

十
二
月
中
旬
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
十
二
月
一
日
よ
り
会
場
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
へ
と
移
り
、

ア
シ
ョ
カ
王
覇
再
発
見
百
周
年
記
念
祭
が
ネ
パ
ー
ル

観
光
省
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
ア
シ
ョ
カ
王
難
は
、
　
一
八
九
六
年

ド
イ
ツ
人
考
古
学
者
フ
ユ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
そ
の
王
柱
の
碑
文
に
よ
り
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
地
が

釈
尊
御
生
誕
の
聖
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
ア
シ
ョ
カ
王
柱
の
中
央
部
の
碑
文
に
は
ブ
ラ
フ
ミ

i
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
文
字
の
解
釈
は

一4一
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様
々
あ
る
が
「
釈
尊
が
こ
こ
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

の
で
即
位
二
十
年
に
記
念
碑
を
建
て
住
民
の
税
を
免

除
さ
れ
生
産
の
入
分
の
一
の
み
を
払
う
も
の
と
す

る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
こ
の
発
見
を
祝
し
て
行
わ
れ

た
記
念
式
典
は
、
十
二
月
一
日
、
ア
シ
ョ
カ
王
臣
前

発
掘
現
場
の
様
子

に
於
い
て
ネ
パ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
（
L
D

T
理
事
長
）
は
じ
め
、
中
国
、
韓
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
各
国
在
ネ
パ
ー
ル
大
使
、
W
F
B
関

係
者
、
各
国
仏
教
徒
が
大
勢
参
列
し
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
仏
教
徒
、
各
国
よ
り
駆
け

N
H
K
の
取
材
に
答
え
る
川
島
委
員

つ
け
た
大
勢
の
参
拝
者
は
、
マ
ヤ
堂
及
び
ア
シ
ョ
カ

煙
柱
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
記
念
式
典
を
見
守
っ
て

い
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
来
賓
を
代
表
し
て
各
国
大
使
挨

拶
に
続
い
て
川
島
宏
之
委
員
が
挨
拶
に
立
ち
、
本
会

が
現
在
ま
で
進
め
て
き
た
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
経
過

と
し
て
考
古
学
調
査
の
概
要
、
更
に
今
後
の
マ
ヤ
堂

再
建
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
、
参
列
者
の
関
心
を
集

め
た
。

　
記
念
祭
期
間
中
は
、
考
古
学
調
査
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
「
石
」
を
含
む
マ
ヤ
堂
発
掘
現
場
が
公
開
さ

れ
、
い
つ
も
は
静
け
さ
の
中
に
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
の

聖
地
も
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
尚
、
既
報
の
通
り
本
会
は
L
D
T
と
マ
ヤ
堂
の
復

元
に
つ
い
て
交
渉
を
続
け
て
い
る
が
、
今
般
ネ
パ
ー

ル
訪
問
に
あ
た
っ
て
L
D
T
理
事
長
（
ス
ポ
ー
ツ
文

化
大
臣
）
宛
へ
本
会
の
マ
ヤ
堂
復
元
基
本
構
想
（
協

定
書
に
基
づ
い
て
同
一
場
所
、
同
一
規
模
、
基
壇
に

よ
っ
て
遺
跡
を
埋
め
戻
す
、
基
壇
上
に
マ
ヤ
堂
を
復

元
す
る
、
釈
尊
御
生
編
綴
は
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
に

戻
す
）
の
書
簡
を
伝
え
た
。

　
こ
の
書
簡
は
W
F
B
執
行
委
貝
回
に
も
配
布
さ
れ

各
国
代
表
よ
り
支
持
す
る
と
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
今
後
は
こ
の
書
簡
に
対
す
る
ネ
パ
ー
ル
側
の
返
答

が
待
た
れ
、
い
よ
い
よ
具
体
的
（
設
計
・
建
築
）
な

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
マ
ヤ
堂
復
元
へ
と
向
か
っ
て

い
く
。
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願
寺
派
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長
松
　
村
　
了
　
昌
総
　
　
務
桑
原
範
雄
　
同
　
　
青
地
　
敬
　
水
　
同
　
　
北
島
　
経
　
昭
　
同
　
　
九
　
折
　
十
干
　
同
　
　
沖
井
道
雄
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
門
前
町
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
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一

一6一



全　仏 1997年1月1日

舞．

璽
嚢

“．蓬

雛…＾Ω．

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

総
本
山
智
積
院
法
務
所

燈
振
子

綜
螺
嚴
楠

総
務
部
報
最

密
部
報
馬

教
学
部
長

執
　
　
事

井
隆
秀

宗
親

林
照
弓

場
修
任

田
村
正
規

鯛
務
部
門
細

轍
化
部
報
阿

船
難
鈴

川
台
下

趣
向
信

木
中
也

京
都
市
東
山
区
大
路
七
条
下
ル

　
　
　
　
東
瓦
町
九
六
四

〒
晒
　
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一

譲　中　木　常　岡　後　能　派
こ欝　林　全　盤　川　藤　二
九町回

天六　徳　和　晃　秀　宣　英
一・ lル

　雄　博　耀　映　一　士
天
台
宗
務
庁

天
台
座
主
梅
山
圓

宗
務
総
長
杉
谷
義

響
部
踏
山
田
俊

七
人
部
踏
大
岡
白

血
務
部
踏
植
田
恵

鯵
学
部
賄
小
川
晃

鯵
会
部
購
山
田
学

参
　
　
務

一
隅
を
照
ら
す
獅
子
王
　
圓

運
動
総
本
部
長

大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号

三門和順秀勝裕泰

〒
枷
－
0
1
0
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

管
　
　
長

宗
務
総
長

総
務
部
長

教
務
部
長

教
化
部
長

財
務
部
長

教
化
セ
ン
タ
ー

院
　
　
長

教
化
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長

濱鳥浅若中鴇

野漆認識川

小
野
塚

田
代

堅愼侃繁祐晃幾弘

照轡雄隆聖秀澄興

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
1
八

〒
皿
　
〇
三
（
三
九
四
五
）
〇
六
三
九
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「
づ

浄
　
土
　
宗

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所

総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派
宗
務
所

黄
漿
宗
大
本
山
舌
感
寺
黄
奨
宗
宗
務
本
院

繋

浄
土
門
主
中
　
村
　
康
　
隆

管
　
　
長
松
　
山
　
寛
恵

門
　
　
　
跡

宗
務
総
長
成
　
田
　
有
　
恒

管
　
長
吉
田
裕
信

管
　
　
長
林
　
　
　
文
　
照

総
務
局
長
江
　
口
　
定
　
信

宗
務
総
長
小
　
倉
　
宗
　
徳

教
学
局
長
袖
　
山
　
榮
　
眞

、

財
務
局
一
一
　
藤
　
正
　
也

総
務
部
長
羽
　
賀
　
文
　
圭

繍
酔
払
嚴
倉
信
隆
源

宗
務
総
長
乾
　
　
　
隆
　
俊

一

社
会
局
長
吉
　
田
　
昭
　
壽

教
学
部
長
大
　
野
　
鋏
　
宗

東
京
事
務
所
長
葱
　
木
　
季
　
生

繍
務
部
蹄
堀
川
和
海

財
務
部
長
安
　
部
　
梁
　
解

総
長
公
室
長
能
登
原
　
賢
　
史

財
務
部
長
　
高
　
橋
　
基
　
丈

薗
灘

出
版
室
長
小
　
林
　
正
　
道
翻
局
導
出
・
芳
演

椛
細
飴
宮
田
正
勝

猟
学
部
断
高
　
松
　
龍
　
暉

庶
務
部
長
武
　
内
　
修
　
邦

銅
飾
局
罫
腱
境
　
　
　
順
　
正
　
　
　
　
　
職
　
員
　
一
　
同
　
　
　
　
　
，
浄
土
宗
宗
務
庁
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
1
八
〒
備
　
　
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇
F
A
X
　
O
七
五
（
五
三
一
）
五
一
〇
五
羅
篠
懸
舗
干
網
－
四
〒
鵬
　
　
〇
三
（
三
四
三
六
）
三
三
五
一
F
A
X
　
O
三
（
三
四
三
四
）
〇
七
四
四

法
務
部
長
森
　
　
　
弘
　
宗
鱗
綱
飴
源
　
碓
嶺
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四
〒
鵬
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
＝
＝
一
二

鴨
務
部
厨
佐
　
伯
　
増
　
恒
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
〒
鵬
　
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

教
学
部
長
山
　
下
　
智
　
玄
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
〒
㎝
　
　
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇
F
A
X
　
O
七
七
四
（
三
二
）
六
〇
八
八
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融
通
念
軽
篭
総
本
山
大
念
仏
寺

財
団
法
人
　
仏
教
伝
道
協
会

真
言
宗
須
磨
寺
派
大
本
山
須
磨
寺

臨
済
宗
円
覚
寺
派

「

逗
誉

灘
　
振
白
井
慈
勲

会
　
　
長
沼
　
田
　
智
　
秀

賭
　
　
振
小
池
弘
三

理
事
長
信
楽
　
峻
麿

大
本
山
円
　
　
覚
　
　
寺

’

「
ξ
r

蒜
翻
繍
嚴
森
　
田
　
昭
　
光

理
　
　
事
吉
　
國
　
二
　
郎

寺
　
務
　
長
　
吉
　
井
　
恵
　
貫

貯
諺
ρ
、
郵

同
　
　
松
村
　
了
　
昌
同
　
　
梶
　
山
　
雄
　
一

神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
1
⊥
バ
ー
八
〒
脳
　
〇
七
入
（
七
三
一
）
〇
四
一
六

鎌
倉
市
山
之
内
四
〇
九
〒
脚
　
〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
四
七
八

鍵
難
尾
垣
良
格

」

胴
藤

庶
務
部
長
　
清
　
　
林
　
善
我
　
博

同
　
　
高
崎
直
　
道
同
　
　
福
　
山
　
諦
　
法

真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺

大
本
山
南
禅
寺

常
務
理
事
高
　
島
　
孝
　
範

灘
　
振
高
吉
清
順

管
　
　
長
塩
澤
大
定

舗
諮
鰯
嚴
今
　
田
　
章
　
介
大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町
　
　
　
　
　
　
一
一
七
－
二
十
六
〒
脚
　
〇
六
（
七
九
一
）
○
〇
二
六

監
　
　
事
井
上
　
信
　
一
　
　
同
　
　
坂
　
東
　
白
丁
東
京
都
港
区
芝
四
一
三
i
一
四
〒
塒
　
〇
三
（
三
四
五
五
）
五
八
五
一

綜
黒
総
嚴
樫
原
禅
澄
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
三
一
一
〒
隔
　
○
八
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一

宗
務
総
長
虎
　
山
　
秀
　
禅
京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
福
地
町
〒
鰯
。
七
五
（
塗
譲
舞
鶴
所
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京
都
仏
教
会

新
潟
県
仏
教
会

会
　
　
長
　
東
伏
見
　
慈
　
沿

会
　
　
長
　
中
村
　
啓
　
識

念
法
眞
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺

理
事
長
　
有
　
馬
　
頼
　
底

常
務
理
事
　
大
　
島
　
亮
　
準

副
　
会
　
長
　
　
井
　
　
口
　
飽
肥
　
晃

大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
一
四
－
二
二
〒
珊
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

一

　
’
　
．
ミ
寅
襲

　
　
同
　
　
　
清
　
瀧
　
智
　
弘
　
　
同
　
　
荒
　
木
　
元
　
悦
理
　
　
事
　
平
　
野
　
暎
　
哉

同
　
　
春
　
日
　
浩
三

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺
階
　
賑
上
井
寛
圓

同
　
　
大
　
西
　
真
　
興

同
　
　
井
上
　
　
　
亨

蒜
螺
嚴
廣
安
俊
道

”
繕
襲
　
　
6

同
　
　
江
　
上
　
泰
　
山
上
　
　
　
田
　
辺
　
瑚
　
海

藷
諮
罐
襟
叢
誰
主

同
　
　
宮
城
泰
年

同
　
　
高
橋
　
透
龍

孝
道
山
本
仏
殿

　
　
同
　
　
　
岡
　
　
　
辮
　
有
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入
　
　
　
相
國
寺
門
前
町
六
八
四
－
一
〒
棚
　
　
〇
七
五
（
二
二
三
）
六
九
七
五
F
A
X
　
O
七
五
（
二
二
三
）
六
九
七
六

事
務
局
長
　
小
　
林
　
秀
　
徳
長
岡
市
上
田
町
ニ
ー
二
五
　
徳
聖
寺
内
〒
脚
　
〇
二
五
入
（
三
三
）
一
五
入
六

統
　
　
理
　
岡
　
野
　
正
　
貫
副
統
理
　
岡
　
野
　
鄭
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
鋤
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一
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諜

岐
阜
県
仏
教
会
岐
阜
市
西
野
町
三
一
一
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
岐
阜
西
別
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
門
入
口
〒
㎜
　
　
〇
五
八
（
二
六
六
）
七
八
〇
三
F
A
X
　
O
五
入
（
二
六
六
）
七
八
〇
三

暇
ヤ
墜
’
．
雌
、

福
島
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
寺
島
彦
宗
専
務
理
事
　
横
　
田
　
聖
　
峰
福
島
市
山
口
字
寺
前
五
　
　
　
　
　
　
　
安
洞
院
中
〒
蜘
　
〇
二
四
五
（
三
四
）
〇
九
三
九

Ψ
噛
暉

、
灘

兵
庫
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
高
　
見
　
寛
　
康
副
会
長
　
大
　
谷
　
昭
　
世
　
　
同
　
　
衣
　
笠
　
諦
道
事
務
局
長
　
市
　
村
　
隆
　
玄
神
戸
市
灘
区
原
田
通
三
丁
目
五
－
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
福
寺
内
〒
傲
　
〇
七
八
（
八
六
一
）
四
〇
四
四

財
団
法
人
日
本
佛
四
坐
仰
会
理
事
長
　
中
山
静
麿
東
京
都
板
橋
区
舟
渡
四
－
十
五
一
一
〒
刑
　
〇
三
（
三
九
六
七
）
三
二
八
八
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仏全1997年1月1日

、
饗

聾

全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事
長
　
水
　
谷
栄
寛
横
浜
市
磯
子
区
磯
子
八
一
一
四
－
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
照
寺
内
〒
獅
　
〇
四
五
（
七
五
三
）
五
一
四
七

東
京
都
仏
教
連
合
会
会
　
　
長
　
宮
　
部
　
亮
　
信
理
事
長
　
白
　
川
謙
　
敬
事
務
局
長
　
加
　
藤
　
隆
　
宣
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
　
　
　
三
－
五
－
十
五
　
徳
藏
寺
内
〒
姐
　
　
〇
三
（
三
四
九
一
）
二
五
七
一
F
A
X
　
O
三
（
三
七
七
九
）
五
〇
入
四

二
．

胃
（

、
、
≧
陰
、
織

財
団
法
人
　
埼
玉
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
江
　
連
　
俊
　
則
副
会
長
　
河
　
野
　
亮
　
永
　
　
同
　
　
酒
　
井
　
文
　
雄
専
務
理
事
　
目
　
黒
　
靖
　
淳
常
務
理
事
　
勝
　
山
　
良
　
盛
　
　
同
　
　
金
　
子
泰
嶽
　
　
同
　
　
　
萩
　
野
　
映
　
明
　
　
同
　
　
嘉
村
義
　
正
事
務
局
長
　
森
　
山
　
逡
　
夫
浦
和
市
高
砂
四
f
＝
ニ
ー
一
八
騒
x
。
。
照
　
凧
　
M
難
産
杁

新
義
真
言
宗
東
京
都
文
京
区
湯
島
四
－
六
－
一
二
湯
島
ハ
イ
タ
ウ
ン
B
l
一
二
一
一
〒
m
　
O
三
（
三
八
一
四
）
三
四
六
四

愛
知
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
岩
　
田
　
文
　
有
副
会
長
　
玉
　
井
　
康
　
之
　
　
同
　
　
近
藤
　
真
道
　
　
同
　
　
岡
　
田
泰
成
日
進
市
岩
崎
二
一
－
一
二
四
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
内
〒
卿
－
0
1
　
0
五
六
一
七
（
二
）
三
二
五
八

金
峯
山
修
験
本
町
総
本
山
金
峯
山
寺
管
　
　
長
　
五
　
條
順
教
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
吉
野
山
〒
㎜
－
3
1
　
0
七
四
六
三
（
二
）
二
三
七
一
㈹
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懲賑 ヘ
ニ
’
淫

真
言
三
宝
宗
大
本
山
清
澄
寺
灘
　
振
坂
本
光
謙
綜
棚
嚴
國
定
浮
運
鰍
斎
美
術
麟
　
村
　
越
　
英
　
明
宝
塚
市
米
谷
字
清
シ
一
番
地
〒
晒
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
六
四
一

聖
観
音
宗
　
浅
草
寺
貫
　
　
首
　
清
水
谷
孝
尚
執
事
長
　
小
岩
井
　
貫
　
承
東
京
都
台
東
区
浅
草
ニ
ー
三
－
一
〒
m
　
O
三
（
三
入
四
二
）
〇
一
八
一
F
A
X
　
O
三
（
三
八
四
五
）
六
九
三
三
　
・

蕨
．
彦

猟
騒
謹

本
門
佛
立
宗
本
山
宥
二
二
講
　
　
有
　
井
　
上
　
日
　
慶
宗
務
総
長
　
小
　
山
　
日
　
誠
本
山
宥
清
寺
京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
　
　
　
　
　
滝
ヶ
鼻
三
一
〇
〇
五
番
地
の
一
〒
㎜
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹
本
門
牛
立
宗
宗
務
本
庁
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
逃
上
る
　
　
　
　
　
東
竪
町
二
〇
番
地
〒
鯉
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六
㈹

北
海
道
仏
教
会
連
盟
会
　
　
長
　
大
　
嶋
俊
　
明
札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
九
－
二
一
一
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
札
幌
別
院
内
〒
㎜
　
〇
一
一
（
六
一
一
）
九
六
二
三
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溢

、
．
秘

仏全1997年1月1日

ハ
ー
バ
⊥
フ
ン
ド
ニ
ユ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
の
研
修
会

　
十
二
月
三
日
、
肉
入
回
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研

修
会
が
、
六
十
余
名
の
参
加
者
を
得
て
神
戸
で
開
催

さ
れ
た
。
午
前
中
は
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
で
、
「
番
町
地
区
の
現
状
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
、
部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
番
町
支
部
書

記
長
の
滝
野
雅
博
氏
と
、
「
夜
間
中
学
（
識
字
教
育
）

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
会
福
祉
法
人
え
ん
ぴ

つ
の
家
理
事
長
、
玉
本
格
氏
が
講
演
を
行
な
っ
た
。

　
午
後
に
は
会
場
を
長
田
区
に
移
し
、
現
地
研
修
を

行
っ
た
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
滝
野
氏
は
、
現
在
ま
で
の
番
町
地
区
の
歴
史
的
な

変
遷
を
資
料
を
用
い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

そ
の
中
で
地
区
内
の
人
口
の
増
減
と
社
会
情
勢
の
変

化
と
の
関
連
な
ど
に
も
触
れ
た
。

　
次
に
、
阪
神
大
震
災
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
具
体

的
に
例
を
挙
げ
て
説
明
し
、
番
町
が
大
き
な
被
害
を

被
っ
た
理
由
に
同
和
対
策
事
業
の
遅
れ
を
挙
げ
、
被

害
が
天
災
と
人
災
の
両
面
の
性
格
を
持
つ
こ
と
を
説

明
し
た
。

　
そ
し
て
住
環
境
の
整
備
な
ど
同
和
対
策
事
業
の
よ

り
一
層
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
救
援
に
訪
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
々
と
の
交
流
か
ら
、
人
と
人
の
心
の
触
れ
あ
い
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
と
、
今
後
の
復
興
へ
の
課
題

を
説
明
し
た
。

　
そ
し
て
、
現
在
も
地
区
外
の
仮
設
住
宅
で
不
自
由

な
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
人
々
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
、
慰
問
な
ど
の
ケ
ア
を
精
力
的
に
行
っ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
同
和
問
題
全
般
に
関
し
て
は
、
結
婚
な
ど

自
分
の
身
近
な
こ
と
に
な
る
と
差
別
意
識
が
顕
在
化

し
て
く
る
こ
と
、
一
人
の
人
間
の
差
別
意
識
は
、
自

ら
の
変
わ
る
努
力
と
、
回
り
の
変
え
る
努
力
が
噛
み

合
っ
て
こ
そ
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
講
演
を
締

め
く
く
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
玉
本
氏
は
、
丸
山
中
学
西
野
分
教
場
（
夜
間
中
学
、

西
野
幼
稚
園
の
校
舎
を
利
用
）
の
訪
問
教
師
と
し
て
、

番
町
地
区
で
長
期
欠
席
し
て
い
た
子
供
た
ち
の
教
育

に
携
わ
っ
た
経
験
を
話
さ
れ
た
。

　
最
初
の
年
に
年
間
五
十
日
以
上
欠
席
し
て
い
る
長

欠
の
子
供
を
七
十
入
名
担
当
し
、
子
供
達
の
家
を
一

軒
一
軒
丹
念
に
訪
問
し
て
歩
き
、
一
年
か
か
っ
て
、

十
四
名
が
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た

困
難
な
状
況
の
中
で
、
子
供
た
ち
に
教
育
の
大
切
さ
、

学
ぶ
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
作
文
教
育
な
ど
を
行

う
中
で
伝
え
育
ん
で
来
た
こ
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
の
家
庭
へ
訪
問
を
重
ね
る
う
ち
、
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厳
し
い
部
落
差
別
の
実
情
を
肌
で
感
じ
、
民
生
安
定

所
（
現
在
の
福
祉
事
務
所
）
に
日
参
し
陳
情
を
重
ね

る
な
ど
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ

た
。

玉本　格氏滝野雅博氏

番
町
の
現
状
を
見
る
参
加
者

懸
隔
鱗
辮
蝋

　
そ
し
て
現
在
、
社
会
福
祉
法
人
「
え
ん
ぴ
つ
の
家
」

理
事
長
を
努
め
る
玉
本
氏
が
、
震
災
後
に
西
野
幼
稚

園
を
訪
れ
、
無
惨
に
倒
壊
し
た
校
舎
を
見
て
、
大
き

な
心
の
痛
み
を
覚
え
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
周
辺
で

亡
く
な
っ
た
方
、
今
も
不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
い

る
人
々
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
現
在
一
七
〇
万
人
も
の
義
務
教
育
未
修

了
者
が
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
夜
間
中
学
が
設
立
以

来
公
教
育
の
場
に
お
い
て
、
い
か
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
か
、
ま
た
今
後
も
そ
の
役
割
を
果
た

し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
講
演
を
終
え
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
会
場
を
番
町
の
長
田
文
化
会
館
に

移
し
二
班
に
分
か
れ
て
交
互
に
研
修
を
行
っ
た
。

　
一
班
が
番
町
地
域
の
現
況
を
、
実
際
に
地
域
を
歩

き
確
認
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
間
に
、
二
班
は
長

田
文
化
会
館
で
、
阪
神
大
震
災
で
番
町
地
域
が
被
っ

た
被
害
、
今
後
の
課
題
等
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
見

る
研
修
を
行
っ
た
。

　
部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
番
町
支
部
員
の
方
々
が
、

震
災
当
時
の
様
子
を
説
明
す
る
中
、
参
加
者
は
実
際

に
被
害
の
跡
の
生
々
し
い
地
域
を
歩
き
、
河
川
の
護

岸
工
事
の
様
子
や
、
市
営
住
宅
の
建
設
、
既
存
の
住

宅
の
補
修
の
様
子
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
参
加
者

か
ら
は
そ
の
都
度
質
問
が
出
さ
れ
、
同
和
対
策
事
業

の
問
題
点
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
効
果
的
な
研
修

を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
ビ
デ
オ
の
な
か
で
は
、
震
災
当
時
の
大
き

な
被
害
を
受
け
た
番
町
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
、
現

在
ま
で
の
復
興
の
様
子
を
よ
り
鮮
明
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
最
後
に
、
両
班
と
も
長
田
文
化
会
館
に
集
ま
り
、

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
活
発
に
質
問

が
出
て
、
滝
野
氏
ら
よ
り
丁
寧
な
解
答
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
の
ち
、
田
中
郁
朗
同
和
委
員
会
委
員
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
午
後
三
時
四
十
分
閉
会
と
な
っ
た
。
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十
二
月
二
日
午
後
二
時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
、
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
三
帰
依
文

唱
和
に
つ
づ
い
て
、
白
幡
理
事
長
を
議
長
に
、
小
倉

宗
徳
、
楠
宗
親
の
両
師
を
議
事
録
署
名
人
に
選
出
、

議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
九
年
度
事
業
計
画
（
案
）
、

収
支
予
算
（
案
）
の
大
綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件
」　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
荒
川
事
務
総
長
、
鷲
尾
財

鞠．騨
　
冨

欝灘
愚　　　　箋

で
会
ル
事

京都グランド
開催された常

務
部
長
が
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
財
団
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
荒
川
事
務
総
長
、
鷲
尾
財

務
部
長
が
事
業
の
概
要
を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項

　
①
ル
ン
ビ
ニ
三
園
復
興
事
業
の
経
過
お
よ
び
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
長
及
び
吉
橋
国
際
文
化
部

長
が
、
現
況
の
報
告
と
事
業
の
見
通
し
を
報
告
。

　
②
「
国
内
の
宗
教
団
体
に
関
す
る
調
査
研
究
（
文

化
庁
）
に
つ
い
て
」

　
荒
川
事
務
総
長
が
、
協
力
す
る
方
向
で
あ
る
旨
を

報
告
。

　
③
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
、
報
告
さ
れ
た
。

大
阪
府
仏
教
徒
大
会

　
第
一
部
の
式
典
に
つ
づ
い
て
、
第
二
部
で
は
「
日

本
の
将
来
は
大
丈
夫
か
？
1
宗
教
と
政
治
の
願
わ
し

い
関
係
を
求
め
て
i
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
大
谷
女
子
短
期

大
学
教
授
の
川
崎
泰
資
氏
と
、
朝
日
新
聞
論
説
委
員

の
北
畠
清
泰
氏
が
、
先
般
行
わ
れ
た
衆
議
院
総
選
挙

に
お
け
る
宗
教
団
体
の
活
動
実
態
を
中
心
に
、
宗
教

と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
、
白
熱
し
た
議
論
を
展
開

し
た
。こ一

i（a
翌
務
《
局
卿
録
一
三
多
ミ

　
去
る
十
一
月
十
九
日
午
後
三
時
半
か
ら
、
ホ
テ
ル

日
航
大
阪
を
会
場
に
、
第
三
十
一
回
大
阪
府
仏
教
徒

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
二
日

　
三
日

　
六
日

＋
二
日

一
九
九
七
年
一
月
一
日
発
行

発
行
人
　
荒
　
川
　
正
　
憲
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

　
　
　
片
驚
噌

日

＋
三
日

＋
九
日

1
十
二
月
一

常
務
理
事
会

加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会

真
宗
大
谷
派
門
首
就
任
祝
賀
会
出
席

局
内
会
議

法
律
相
談
室

同
宗
連
実
践
交
流
懇
談
会
出
席

同
和
委
員
会

法
律
相
談
室

　
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局
（
〇
三
⊥
二
四
三

七
一
九
二
七
五
）
へ
事
前
予
約
の
上
お
い
で
下

さ
い
。

本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
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